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地球温暖化防止 F環境 21の会」への期待

`ヨ

: ひょうご環境倉1造協会 顧問 小林悦夫

今■の冬は、有史以来とも言われるほどの暖

冬てあつたc気候変動に関する政府間パネル (I

「
ごご,は、第 4次評価報告書第 1作業部会報

告書を発表した。この報告書は、今までの報告

書をさらに踏み込み、気候に温暖化が起こって

■こと断定し、その原因が人為起源の温室効果

■■ こよるものとほぼ断定した。また、過去 100
三て ●74℃ 上昇、2030年までは、10年当たり

02て 上昇し,21世紀末には経済重視で 26～

5,c■ 1、 環境調和で 18～ 38clnと 予測している。

さ〕:こ 、北極海の晩夏の氷は、21世紀末には、

宅圭 l消滅すると予澳|し ているここのような、

三二
=.〕

危機は人為的な温室効果ガス (主に二酸

`二

■麦ガス)の 増加による。日本 |ま 、京都議定

書て 2008～ 2012年 の平均を 1990年 比、6%削
|■ すこと決定したが、2005年現在、81%増加

して■る。このことから、森林吸収、京都メカ

ニアニ |こ よるものを差し引いても 8.7%削減し

平成 19年度のスター トにあたって

理事長 塩野 勝

環境 21の 会も、特定非営利活

動法 ノ、となって 4期 目を迎える。

幸い、会員の献身的な活動と関係

団体のご協力によって、事業は着

実な展開を見せてきた。

会の存在が知 られるようにな

ってくると、環境教育での出番が

多くなってくる。

自分たちが行 う環境について

の調査 。研究 。実践は、その成果

が環境教育に生かされるので、そ
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なけオlばな らない。増 t目 の大きな原因は、業務

部 Fiと 家庭部門である.業務吉BFiで は事務所、

環1場 、コンビニな どの商業施設の増加にある。

また、家庭の原因は、核家族化による住居床

面積の増加 と家電製ξlの増加 にある。近年、電

化製層:の 省エネ化が進んでいるが、使用個数の

増加が こオlを 相殺 している。 こイ1ら の増加を阻

上 し削減を行お うとするには、住民の地球温暖

化に対する危機感の醸成と意識的行動にある。

この住民に対する意識付けは、もはや行政の

力ではどうにもならず、環境市民団体の連携 し

た活動が重要となって くる。兵庫県における地

球温暖化防止をはじめ環境活動の中心的な活動

を行ってしヽる「環境 21の会二の リーダーシップ

と他の団体 と連携するコーデ ィネーター的役言J

に大きな期待をかけているc積極的な活動 とと

もに、地域に密着 した行動を楽 しみにしている。

れ らをおざな りにすることはで

きない。

活動分野が広がると、会員がす

べての行事に参加することはで

きなくなってくるので、調査 。研

究・実践についていくつかのチー

ムを作って活動することを考え

たい。勿論、複数のチームに参加

することを制約するものではな

い。環境教育については、プレゼ

ンテーションの能力や、伝えるべ

き内容についての1青 報を会員が

身につけるために、お互いの体験

を共有して、当会のレベルを高め

て行く努力をしたい。

研究の成果を環境教育だけで

はなく、情報を外部に発信して、

それに対 してのレスポンスを得

ることが、今後の活動に役立ち、

ネットヮークを広げることにな

るので今まで以上に積極的に行

っていくつもりである。

特定非営利活動法人



地球温暖化と「未必の故意」(2

NPO法 ノ、 環境 21の会

事務局長   竹重 勲
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現在、地球上で起こっている真実 |ま 、

て化学燃料から得 られる利権にしがみ

たちにとっては、きわめて不都合なこと

にライフスタイルを変えることを迫ら,

中の人々にとっても不都合なことに違い

IPCCの 第4次評価報告書で、今起

実と将来の予測が発表されたが、マスコ

てこの真実になお疑間を言いつづ |す て

ようである。

|ア 年 4月

二|ま 、最大の
i、 だけでなく

当る.の では

(2)

最i丘
「もったいない_と いう言

葉が環境問題によく使用さオ1る 。

私 |ま母親か ら|ま

~罰
が当る_と

小さい頃から教育をうけた。食べ

残 しをした り、物を粗末にすると

すく「゙罰が当る |と しからオ1た も

のだ。母親について|ま いろtヽ ろ思

い出があるが、物を絶対に捨てな

かった。今で言 うと整埋整頓が出

来ないノ、とtヽ うか、衣類や家具の

古いものも保管 していた。私は終

戦 |ま 北朝鮮の順川で i迎 えた。順川

当会の活動費は、会費と事業収入などの自

己資金と助成金が主になっていますが、事業

の拡大とともに自己資金の不足が問題になっ

ています。昨年から賛助会員の募集に力を入

れることになりましたが、タイヤ・スホーツ用

品 。その他ゴム製品の世界的なメーカーであ

る住友ゴムエ業 (株)が第 1号会員として加

入」され、私たちの活動を支援していただけ

ることになりました。

同社は、今年 1月 31日 に「第 31回地球環

境とエネルギーの調和展E N E X2007」 で省

エネ大賞 (省エネルギー機器・システム表彰)

の省エネルギーセンター会長賞を受賞しまし

た。

これは同社が開発した 70%石油外資源タ

イヤ「ENASAVEE S801」 が受賞対象と

なったもので、新開発の改質天然ゴム、シリ

カ、植物油など石油資源に依存しない原材料

を用い、しかも転が り抵抗の低減でクルマの

燃費を向上させたことが評価されています。
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での環境に関連した戦前・戦後6
話 し|ま 機会があ,1ば 別途 したい

と思 うじ父母が残 してくオ1た 家

を、今|ま環境 21の 会の事務所と

しているが こ|〕 建物 も震災の被

害を受けて取 り壊す ことも考え

たが、本造住宅の延命のため軽量

屋根にすると同時に、屋根一体型

4 5kwの 太陽光発電を設置し′た c

~も
った tヽ ない_|ま お金の無駄遣

いと考えらオ1て いるようだ。母親

“

)言 っていた 「罰が当る1と 何処

が違うか。今年の年賀I大 |二 未必の

故意について書いたが、こオ1́1ま 法

律用語であり、使う場所が違 うと

指摘 さオ
′
Rた 。私の言いたいの |ま

「罰が当る_であり、地球温暖化

に原因する 二酸化炭素の排出を

大きな反響を呼んでいるアル・ゴア主演の映画 「不

都合な真実」は、地球温暖化問題に取 り組んでいる私

たちに大きな束1激 になった。

それ を否定 し

ついている人

であるが、今

オ■て いる世界
t｀ .

っている真

の声を借り

る人もいる

また、米国内でフォックス・ニュースという新聞が、

アル・ゴア自身、飛行機で世界中を飛び回つているの

だから、二酸化炭素もその他排気ガスも大量 :こ撒き散

らしているし、彼の自宅で使う電気代£ 1か 月分は、

普通の家庭の 1年分と同じだと中傷的なニュースを

流していた。こんな中で。第 4次報告書が第 3次報告

書に比べてより精度が上が り予測£確質が高くなっ

たこともあって、科学者の間では、そえな疑間はほと

んど聞かれなくなった .

出版物「不都合な真実」にこんなデータが出ていたc

米国で調査したデータによると、過去 10年間に、論

文審査を受けて科学の学術雑誌に発表された :地球温

暖化Jに 関する論文数 928に対 して、温暖化の原因を

疑う論文の割合が 0%であった.これ :こ 対して、過去

14年間に大衆向け新聞に掲載された温暖 fヒ に関する

記事の数は 636で、温暖化の原因を疑う記事の割合は

53%も あった。

読者の歓心をそそるのを目的 としたようなマスコ

ミ媒体の内容には、注意すべきである
=

(塩野 勝)
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賛助会員に住友ギ■ェ業 (株)が加入
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適切な森 TIN管 理が行われてい る森林か らの

'(|=や本111製 品 |こ つ :す られ るマー タです
:

問伐材を使 用 した製品 |二 表示す ることがで きる

マー クです

一定の消費電 ブj tti隼 を満 たす ハ ソ=ン な どのオ

「
アィス機器 二表示さオしろマーータ

｀
です

:

省エネ基準をどの程度 i奎 成 しているテうヽを電 |ヒ 製

_ir等 に表示 [´ た i♪ ので、基準を達成 していない 1,
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織毯のタト守グ
リヒ1ン ク・の絨毯の1ク リ‐ルタ

す
には、におい消Lと

防真効果のある重曹を使って、穴のあいたソル

トシユニカーに重曹を容れてふりかけ、掃除機
で吸い取ります。弱アルカリ性で研磨作用もあ
る重曹は油汚力tや陶器のくすみ取りにも効果を

挙揮するので、■|"陰ill欠かせないすぐれ
ものです。           |

曜かい冬

lftF)冬 |ま 、永い年月の中で1台 め

て・}経験でした.雪国 i■ 言が降ら

な ,、 一度も除言車の出動がない、

モオ1で生1舌 をしているプ、、生i舌 環

l‐ ■i王 ったノ、もある、自津ヽた,戸惑
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[4月 の予定 :

4月 16日 (月 )

4月 26日 (木)

環境ニュースンター NOW(第 3写^)

屋上緑化のテス ト (松が丘事務所)

10:00開始 通常総会 。例会を開催

2007年 4月

大阪コミュニテイ財団からの助成金交付決定
企業や個人の寄付金を寄付者の名前を冠した

寄付の形で、地域社会の多様なニーズに対応 して

社会貢献活動を行つているわが国唯一の財団で

ある大阪コミュニテイ財団から平成 19年度助
成金を頂くことになりました。

この助成金は、東洋ゴムの従業員からの募金に
よる「東洋ゴム環境保護基金」からだされるもの

で、当会の「実験と工作による子ども達の環境教
育」活動が対象となつています。

16月 の予超

6月 10日 (日 )時のウイ早ク :明石城公園   (10:00～16:00)新エネルギこ・省■ネルギー

6月 16日 (土)ゆ うゆう塾 :明石市立文化簿物館 (1330～ ).講演 :森林保全 (吉保 1舞
=‐

‐

6月 30日 (土)  ″       ″ |  ( 〃 )講 演 :省 エ ネ (竹重‐||‐‐1轟■
|

親切会からのご寄付

1959年 に設立された会で、日立グループの
企業及び従業員が主になつて善意の募金活動を
行い、「親切運動」と「福祉活動」を行つている
団体です。「福祉活動1では、福祉施設やボラン
テイア団体への寄付を行つていますが、今年度か
ら兵庫県にある福祉施設やポランテイア団体に
も寄付をしていただけることになり、他の2団体
とともに当会が選ばれました。子どもたちに地球
温暖化防止を訴える催 しを夏休みを目処に開催
することが寄付対象になっています。
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事務局 明石市松が丘3丁 目8番 5号
NPO法人 環境 21の会
電話&FAX 078T914■ 8527

編集後記    IM s,
季刊 として発行 している環境ニュースレター

「NOW:力 S、 創刊新春号に続く春号なのに、VO
L.3に なっているのは、2月 22日 から24日 の

間に INTEX大 阪で開催された「E N E X20071
に出展するにあたって、ケナフと炭の展示をする
ので特集として臨時号を発行し、それをVOL.
2と したためです。

[5月 の予超

5月 19日 (D
5月 20日 (日 )

5月 26日 (土 )

5月 27日 (日 )

明 石 消 費 フ ェ ア (10:00～ 15:30)アスピア 講演 鰹 勝)

コープロバや
環境フェア三木協同学苑 (10:00～ 15:30)展示・講演 (渡邊雄■)

ク リ ス タ ル タ ワ ー 4F(10100～16:00)環境関連パネル 1作墨展示

〃    (10:00～ 16:00)環境セミナー :省エネ・新二|ネルギー

夏 ま で の 活 動 ス ケ ジ ュ ‐ ′L




